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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
慢性肝疾患.特にC型肝炎において酸化ストレスが病態の進行に関与していることが明ら
かになっている｡しかし,抗酸化力についての報告は少ない｡本研究において我々は.慢性
B型 ･C型ウイルス性肝疾患患者において酸化ストレス,抗酸化力がどのようになっている
か.検討を行った｡健常者に比べ.慢性肝疾患患者全体の酸化ストレスは充遷しており.そ
の中でC型肝炎であることが高酸化ストレス状態に有意に関係していた｡C型肝炎患者の中
では.肝細胞癌を合併していることが抗酸化力の低下に関係していた｡C型肝癌症例におい
ては抗酸化力の低下は肝臓で合成されるタンパク質の代表であるプロトロンビン活性の低下
と関係していた｡この抗酸化力の低下は早期肝細胞癌の治療により改善したQ以上よりC型
肝細胞癌患者において酸化ストレスの上昇に加え抗酸化力の低下が認められることが明らか
になり.抗酸化剤による治療などを検討していくうえで有用な知見であると考えられた｡
論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本研究では､慢性B型 ･C型ウイルス性肝疾患患者において､血清を用いて､酸化ス
トレス､抗酸化力を評価している｡その結果､健常人に比べて､慢性肝疾患患者全体
の酸化ストレスは克進していて､その中でも C型肝炎であることが高酸化ストレス状
態と有意に関係 していた｡また､C型肝炎患者の中では､肝細胞癌を合併していること
が､抗酸化力の低下に関係していた｡以上より､C型肝炎関連肝細胞癌患者において酸
化ス トレスの上昇に加え抗酸化力の低下が認められることが明らかになり､同疾患の
病態解明に有用な知見を得たものとして､価値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める.｡
